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国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
と
き
に

あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
も
ら
え
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。

付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　

毎
月
の
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月
額
４

０
０
円
）
を
合
わ
せ
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
65
歳
未
満

の
任
意
加
入
被
保
険
者
が
加
入
し
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
免

除
を
受
け
て
い
る
人
や
国
民
年
金
基
金
加
入

者
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
申
し
込
ん
だ
月
か

ら
必
要
に
な
り
、
納
付
期
限
（
翌
月
末
日
）

ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
働
き
た
い
け
れ
ど
自
分
に
合
う
仕
事
が
分

か
ら
な
い
」「
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
た
い
」

な
ど
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
後
の
女
性
の
職
場
復
帰
や
再
就

職
の
た
め
の
ス
キ
ル
取
得
を
支
援
し
、
あ
な

た
に
合
っ
た
仕
事
を
一
緒
に
探
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
西
合
志
庁
舎
３
階
大
会
議
室

●
対
象
　
働
く
意
欲
の
あ
る
女
性

　
（
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
あ
り
）

��
歳
か
ら
��
歳
の
人
へ

任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
、
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

満
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な

い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
満
額
の

年
金
に
近
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
の
対
象
者
は
、
次
の
全
て
を
満

た
す
人
で
、
納
付
方
法
は
口
座
振
替
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け

て
い
な
い
人

③
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
未
満
の
人

●
定
員
　
30
人

●
参
加
者
サ
ポ
ー
ト

　

保
育
あ
り
（
事
前
予
約
が
必
要
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法

　

専
用
サ
イ
ト
（
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

専
用
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
し
ま
す
）・
電

話
・
市
内
各
公
共
施
設
に
設
置
す
る
チ
ラ

シ
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
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国
民
年
金

付
加
年
金
、
任
意
加
入
制
度

女
性
の
働
く
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

働
き
た
い
女
性
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先	
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▼
問
い
合
わ
せ
先	
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●ステップアップセミナー日程（全３回）
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子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
問
題
、
家
庭
環
境
、
児
童
虐
待
な
ど
、

身
近
に
気
に
な
る
家
庭
や
心
当
た
り
の
あ
る

子
ど
も
が
い
る
場
合
、
地
域
に
多
く
の
＂気

づ
き
の
目
＂
が
あ
れ
ば
早
期
発
見
・
早
期
解

決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

１
人
で
も
多
く
の
人
に
本
講
座
を
受
講
し

て
も
ら
い
、
地
域
へ
目
配
り
・
気
配
り
の
で

き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
部
落
差
別
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
に
対
す
る
差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
や
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
を

訴
え
る
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
民

●
規
格

①
標
語
（
用
紙
規
格
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
ポ
ス
タ
ー
（
画
用
紙
）

◦
四
つ
切
（
５
４
２
×
３
８
２
㎜
）

◦
八
つ
切
（
３
８
２
×
２
７
１
㎜
）
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●
応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
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●
審
査
・
表
彰

　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
審

査
を
行
な
い
、
12
月
２
日
㈯
に
開
催
す
る

第
12
回
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
そ
の
他

◦
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
１
人
１
点
で
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
講
座
を
全
て
受
講
で
き
る
人

●
募
集
人
数
　
先
着
30
人

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
込
期
限
　
10
月
13
日
㈮

˞
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͋
Γ
·
せ
Μ
Ố

サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　

一
昨
年
お
よ
び
昨
年
、
地
域
の
家
族
見
守

り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人
を

対
象
に
、
振
り
返
り
研
修
を
行
な
い
ま
す
。

詳
し
く
は
対
象
者
に
送
付
す
る
通
知
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
と
き

　

平
成
30
年
１
月
12
日
㈮
、
19
日
㈮
の
２
回

●
内
容

　

前
年
受
講
し
た
内
容
の
お
さ
ら
い

●
申
込
方
法

　

12
月
ご
ろ
に
郵
送
す
る
通
知
に
、
申
込
方

法
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◦
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
は
、
ど
ち
ら
か
だ
け
の

応
募
も
で
き
ま
す
。

◦
表
彰
作
品
は
11
月
29
日
㈬
〜
12
月
1�
日
㈰

ま
で
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
の
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
応
募
期
限
　
10
月
６
日
㈮

●
応
募
先
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「
気
づ
き
の
目
」
を
養
い
ま
せ
ん
か

地
域
の
家
族
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

▼
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先	
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▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	
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平成28年度表彰作品

●思いやり  絆を深め  助け合う

いま咲かせよう  人権の花

●みとめ合い  心よりそう  人の道
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●サポーター養成講座日程（全６回）
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私
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ

て
み
た
と
き
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
合

志
の
地
で
再
び
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ

て
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
、
不
思
議
な

運
命
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
保
育
士
と
し
て
保
育
園
に
就
職

し
た
年
は
、高
度
経
済
成
長
が
続
く
昭

和
40
年
で
し
た
。
こ
の
40
年
後
半
か
ら

50
年
に
か
け
て
女
性
の
社
会
進
出
が
始

ま
り
、働
き
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
、家
庭
に

軸
足
を
置
い
た
パ
ー
ト
や
非
常
勤
職
員

と
し
て
働
く
女
性
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、「
結
婚
＝
退
職
」「
出
産
＝

退
職
」
と
い
っ
た
労
働
慣
行
は
正
規
職

員
も
パ
ー
ト
や
非
常
勤
職
員
も
同
じ

で
、
長
く
働
く
こ
と
は
で
き
ず
企
業
だ

け
で
な
く
、
保
育
現
場
も
残
念
な
が
ら

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

働
く
親
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を
保
育

す
る
の
が
保
育
園
の
使
命
な
の
に
、
同

じ
働
く
女
性
で
あ
る
保
育
士
が
、
ど
う

し
て
「
結
婚
＝
退
職
」
な
の
か
と
悶
々

と
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
時
が
流
れ
昭
和
60
年
に
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
制
定
さ
れ
、
労

働
慣
行
も
な
く
な
り
、
安
定
し
て
働
く

環
境
が
整
い
、
や
っ
と
女
性
が
長
く
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
り
、
数
回
に
わ
た
っ
て
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
、
ど

の
企
業
で
も
男
女
の
性
別
に
関
わ
ら

ず
、
個
人
の
能
力
に
応
じ
て
働
く
機
会

が
均
等
に
与
え
ら
れ
、
女
性
が
活
躍
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
ば
か

り
の
保
育
現
場
で
も
男
性
保
育
士
が
活

躍
し
、
働
き
や
す
い
職
場
へ
と
変
わ
っ

て
保
育
園
も
活
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
保
育
園
と
保
護
者
、
地

域
社
会
が
協
力
し
子
育
て
を
共
有
、
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
働
く
母
親
（
女
性
）

が
社
会
で
輝
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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消費税軽減税率制度説明会を開催します
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४උ͕ඞཁͰ͢ͷͰઆ໌ձʹͥͻ͝ࢀՃ͍ͩ͘͞ɻ

●説明会

˞றंʹݶΓ͕͋Γ·͢ͷͰɺͳΔ͘ެަڞ௨ؔػ
Λར用͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˞ॅΜͰ͍Δࢢொଜʹؔͳ͘ɺͲͷձͷઆ໌ձʹ
ՃͰ͖·͢ɻࢀ

●軽減税率の対象品目
ᶃ৯දࣔ๏ʹنఆ͢Δ৯
ɹʢञ੫๏ʹنఆ͢ΔञྨΛআ͘ʣ

˞֎৯ؚ·Εͳ͍ɻ
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●申込方法
ɹిਃ͠ࠐΈɻࣗಈԻͷҊʹैͬͯμイϠϧ̎
Λબ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

●申し込み・問い合わせ先
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まちづくりシリーズ⑭

北熊本スマートIC（仮称）と大津植木線バイパスの整備

●問い合わせ先	 ࡦ՝ɹࡦ൝ʢ߹ࢤிࣷʣ
� ὸ���ʖ����

ɹಓ࿏·ͪͮ͘Γͷ࠷جຊͱͳΔࣾձج൫Ͱ͢ɻ
ɹं͕྆௨͢ߦΔ͚ͩͰͳ͘ɺҬͷੜ׆໋Λ͙ܨͷͰ͋Γɺػࡂ
Λͪ࣋߹ΘͤΔͳͲ͞·͟·ͳׂΛ୲͍ͬͯ·͢ɻ

産
業
活
性
化
に
つ
な
が
る

北
熊
本
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）

　

北
熊
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
仮
称
）（
以
下
、
北
熊
本

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
）
は
平
成
31
年
３

月
末
の
開
通
に
向
け
て
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
用
地

の
取
得
が
９
割
ほ
ど
終
了
し
、
取

得
で
き
た
土
地
か
ら
試
掘
お
よ
び

埋
蔵
文
化
財
調
査
を
始
め
、
開
通

に
向
け
た
工
事
が
着
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。（
写
真
）

　

今
後
は
工
事
の
進
行
に
合
わ
せ

て
県
道
大
津
植
木
線
の
交
通
規
制

も
始
ま
り
ま
す
。
北
熊
本
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
は
産
業
の
活
性
化

や
交
通
環
境
の
整
備
に
大
き
く
役

立
つ
と
考
え
ら
れ
、
本
市
で
は
新

市
建
設
計
画
の
重
点
施
策
に
位
置

付
け
、
整
備
主
体
で
あ
る
熊
本
市

に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

交
通
渋
滞
を
解
消

大
津
植
木
線
バ
イ
パ
ス

　

県
が
行
な
う
県
道
大
津
植
木
線

バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
は
、
国
道
３

８
７
号
と
交
差
す
る
辻
久
保
交
差

点
の
渋
滞
解
消
策
と
し
て
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

栄
工
業
団
地
北
側
の
信
号
機
が

あ
る
交
差
点
付
近
か
ら
、
百
花
園

ゴ
ル
フ
場
の
北
側
を
通
り
、
西
合

志
中
央
小
学
校
南
側
ま
で
の
約
3�4

㎞
が
整
備
さ
れ
、
現
在
は
、
国
道

３
８
７
号
か
ら
東
側
1�1
㎞
の
区
間

の
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。　

国

道
の
西
側
2�3
㎞
も
東
側
の
整
備
と

平
行
し
て
用
地
取
得
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
順
次
整
備
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

　

本
市
は
こ
の
バ
イ
パ
ス
が
で
き

る
だ
け
早
く
完
成
す
る
よ
う
、
県

に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

混
雑
緩
和
と
沿
線
地
域
発
展

中
九
州
横
断
道
路

　

高
規
格
道
路
に
は
、
高
規
格
幹

線
道
路
（
九
州
縦
貫
自
動
車
道
な

ど
の
高
速
道
路
）
と
地
域
高
規
格

道
路
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
前

者
は
全
国
的
に
高
速
の
交
通
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
道
路
で
、
後
者

は
高
規
格
幹
線
道
路
の
役
割
を
補

い
地
域
相
互
の
交
流
・
連
携
の
促

進
や
地
域
の
道
路
混
雑
を
緩
和
す

る
た
め
の
道
路
で
す
。

　

中
九
州
横
断
道
路
は
大
分
県
と

熊
本
県
を
結
ぶ
約
１
２
０
㎞
の
地

域
高
規
格
道
路
と
し
て
、
両
県
の

交
流
を
促
し
沿
線
地
域
の
産
業
発

展
、
地
域
活
性
化
に
効
果
が
あ
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。（
図
）
大
分
県

側
で
は
平
成
2�
年
２
月
に
大
野
Ｉ

Ｃ
か
ら
朝
地
Ｉ
Ｃ
間
の
延
長
約
6�3

㎞
が
開
通
。
本
市
内
は
現
段
階
で

北
熊
本
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
南
側
か

ら
辻
久
保
周
辺
を
通
過
し
、
セ
ミ

コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
北
側
を
通
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
と
し
５
月
に
は
中
九
州
・
地

域
高
規
格
道
路
推
進
期
成
会
（
通

称
、
熊
本
県
側
期
成
会
）
の
総
会

を
開
催
。
熊
本
市
か
ら
大
津
町
の

間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
て
、
沿

線
自
治
体
や
企
業
、
団
体
、
特
に

沿
線
住
民
の
声
を
届
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
確
認

し
合
い
、
関
連
市
町
村
が
結
束
を

強
め
ま
し
た
。

　

本
市
の
交
通
の
利
便
性
を
高
め

て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
事
業
推

進
と
早
期
の
開
通
に
向
け
て
声
を

上
げ
続
け
て
い
き
ま
す
。

۽ຊεϚʔト*$ʢԾশʣͷࣄ෩ܠ

தभԣஅಓ࿏ͷイϝʔδਤ

ຌɹɹɹྫ
用۠ؒڙ
த۠ؒۀࣄ
ະۀࣄԽ۠ؒ
ܭࢢըɾڥΞηεϝϯト
ըஈ֊ධՁΛਐΊΔܭͼٴ
ͨΊͷௐࠪ۠ؒ

広報こうし 2017.9 6



16.21% 16.07% 16.46% 16.89% 17.58% 19.34%

65.24% 65.04% 63.99% 63.29% 61.70% 58.21%

18.55% 18.89% 19.55% 19.82% 20.72% 22.45%

0%

50%

100%

H17 H19 H21 H23 H25 H27

H17 H19 H21 H23 H25 H27

H17 H19 H21 H23 H25 H27

0－14歳 15－64歳 65歳以上

51,647
53,980 54,919 56,176 57,711 60,008

（人）

総人口

149 160 164 167 164 164

41 50 57 73

152 156
166 167

183 190163 169 172
188 194 198

0

40

80

120

160

200

240

0

40

80

120

160

200 （億円）

地方債残高と

基金の残高

（億円）

歳入と歳出

地方債残高 基金残高 歳出 歳入

21

28
32

46
50

6051

64
53

58 56
62

30

27
18

23 25
18

0
10
20
30
40
50
60
70

（億円）

扶助費 地方税 普通建設事業費

30 32

「
ど
う
す
る
財
政
？
」
シ
リ
ー
ズ
④

合
併
か
ら
10
年
　
市
の
人
口
と
財
政
状
況

▼
問
い
合
わ
せ
先	

ࡒ

՝ɹ

ࡒ

൝	

合
ࢤ
ி
ࣷ


�

ὸớ
̎
̐
̔
Ờ̍
̒
̒
̓

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
本
シ
リ

ー
ズ
。
こ
れ
ま
で
の
回
は
国
の
状

況
や
少
子
化
・
超
高
齢
化
と
人
口

減
少
社
会
が
与
え
る
影
響
、
国
の

財
政
状
況
の
推
移
と
財
政
悪
化
の

背
景
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
予
測
し
て
い
た
国

は
平
成
11
年
以
降
、
三
位
一
体
の

改
革	

税
源
委
譲


と
地
方
分
権
に

よ
り
合
併
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
３
２
２
９
あ
っ
た

市
町
村
数
は
平
成
18
年
３
月
ま
で

に
１
８
２
１
に
減
少
し
、「
平
成
の

大
合
併
」
に
よ
り
市
町
村
の
財
政

基
盤
強
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
合
志
町
と
西
合
志
町

が
平
成
18
年
２
月
に
合
併
し
、
県

内
で
14
番
目
の
市
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
合
併
か
ら
10
年
経
過
し

た
市
の
人
口
と
財
政
状
況
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

˞ਓޱͳͲͷʮ߹ࢢࢤ૯߹ܭըʯΑΓग़య

加
し
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
の
転

入
と
出
生
で
年
少
人
口
の
割
合
が

増
加
。
一
方
、
国
と
同
様
に
高
齢

者
の
割
合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

相
対
的
に
15
歳
か
ら
64
歳
の
生
産

年
齢
人
口
の
割
合
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
決
算
の
状
況

　

図
２
は
市
の
一
般
会
計
決
算
の

状
況
で
す
。
市
の
財
源
が
国
へ
依

存
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
は
以
前

紹
介
し
ま
し
た
。
税
収
が
伸
び
悩

む
中
、
人
口
増
加
に
伴
い
一
般
的

に
必
要
な
財
源
は
国
か
ら
交
付
金

や
地
方
交
付
税
で
補
填
さ
れ
、
歳

入
と
歳
出
も
同
じ
よ
う
に
伸
び
て

い
ま
す
。
学
童
施
設
や
学
校
の
増

築
、
道
路
整
備
な
ど
の
一
部
に
地

方
債
を
借
入
れ
て
い
ま
す
が
、
合

併
後
な
る
べ
く
借
金
を
増
や
さ
な

い
よ
う
、
新
市
建
設
計
画
に
予
定

す
る
施
設
整
備
や
税
収
の
急
な
落

ち
込
み
に
対
応
で
き
る
よ
う
基
金

（
貯
金
）
を
積
み
立
て
て
き
ま
し

た
。

税
収
と
扶
助
費
の
状
況

　

図
３
は
歳
入
の
柱
で
あ
る
市
税

の
状
況
、
国
の
社
会
保
障
費
に
あ

た
る
扶
助
費
と
普
通
建
設
事
業
費

の
状
況
で
す
。
合
併
後
は
、
国
と

同
様
に
扶
助
費
が
急
増
し
、
10
年

間
で
2�8
倍
に
増
加
。
歳
入
・
歳
出

の
伸
び
を
は
る
か
に
上
回
り
、
他

の
事
業
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
市
は
、
平
成

28
年
４
月
に
第
２
期
に
あ
た
る
総

合
計
画
と
財
政
計
画
（
Ｈ
28
〜
Ｈ

35
）
を
策
定
し
、「
元
気
・
活
力
・

創
造
の
ま
ち　

健
康
都
市
こ
う
し
」

を
将
来
都
市
像
と
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
総
合
計
画
・
財
政
計
画

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

ʲਤ̍ ɹr市ͷਓޱͱྸ֊ผਓޱͷׂ合 人
口
と
年
齢
階
層
別
の
割
合

　

図
１
は
合
併
後
の
市
の
人
口
推

移
と
年
齢
階
層
別
人
口
の
割
合
で

す
。
合
併
し
た
平
成
1�
年
度
は
人

口
が
５
１
、
６
４
７
人
で
し
た
が
、

10
年
後
は
６
０
、
０
０
８
人
に
増

ʲਤ̎ ɹr市ͷҰൠձࢉܾܭͷঢ়گ
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４
月
〜
６
月
ま
で
の
１
人
１
日

当
た
り
の
燃
や
す
ご
み
の
量
は
、

昨
年
度
同
時
期
と
比
べ
て
２ｇ
増

加
し
ま
し
た
。
地
震
の
影
響
で
ご

み
の
排
出
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
注
意
し
て
、
ご
み
を

分
別
し
ま
し
ょ
う
。

　

車
の
部
品
や
が
れ
き
な
ど
、
処

理
工
場
で
処
分
で
き
な
い
ご
み
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
適
正
処
理

困
難
物
と
い
い
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
す
こ
と
も
、
東
部
清
掃

工
場
や
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

処
分
の
際
は
、
購
入
し
た
お
店

に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
廃
棄

物
処
理
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
適
正
処
理
困
難
物
の
一
例

◦
車
の
部
品
（
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
）

◦
石
・
砂
・
土

◦
家
屋
解
体
に
よ
る
廃
材
・
瓦
・

ブ
ロ
ッ
ク
・
タ
イ
ル
な
ど

◦
塗
料
缶
・
オ
イ
ル
の
入
っ
て
い

た
空
き
缶
な
ど


ະ

༻
ͷ
Ֆ
Ր
ỏ
ϓ
ϩ
ύ
ϯ
Ψ

ε
༻
ͷ
Ψ
ε
Ϙ
ϯ
ϕ
ớ
େ
͖
͞


ؔ

͋
Γ
·
せ
Μ
Ờ

　

日
常
生
活
で
生
じ
る
音
が
近
隣

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
音
で
あ
っ
て
も
、
全
く

気
に
な
ら
な
い
人
も
い
れ
ば
不
快

に
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
一
人
一

人
の
気
遣
い
で
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

●
音
は
ひ
か
え
め
に

　

ド
ア
や
窓
の
開
け
閉
め
に
は
ち

ょ
っ
と
し
た
配
慮
を
。
大
声
で

の
長
話
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
深
夜
、
早
朝
は
特
に
注
意

　

深
夜
や
早
朝
な
ど
静
か
な
時
間

帯
に
は
音
が
よ
く
響
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
間
帯
の
活
動
に

は
一
層
の
気
配
り
が
必
要
で
す
。

●
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声

　

ペ
ッ
ト
の
習
性
を
知
り
、
し
つ

け
を
し
っ
か
り
行
な
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
し
つ
け
が
う
ま
く

で
き
な
い
な
ど
、
ペ
ッ
ト
の
困

り
ご
と
は
最
寄
り
の
動
物
病
院

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

７
月
23
日
、
市
民
や
企
業
、
市

職
員
な
ど
の
有
志
約
３
０
０
人
が

塩
浸
川
と
上
生
川
の
清
掃
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
く
ま
も
と
・
み
ん
な

の
川
と
海
づ
く
り
デ
ー
」
に
伴
う

県
下
一
斉
清
掃
活
動
と
し
て
毎
年

行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

梅
雨
明
け
の
さ
わ
や
か
な
青
空

の
下
、
参
加
者
は
早
朝
か
ら
草
刈

り
や
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
、
雑

草
と
軽
ト
ラ
１
台
分
の
ご
み
を
集

め
ま
し
た
。
き
れ
い
な
川
を
維
持

す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

み
を
続
け
ま
す
。

　

動
物
愛
護
祭
り
で
は
、
動
物
の

愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

●
と
き
　
９
月
1�
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●
と
こ
ろ

　

農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

●
内
容
　
動
物
慰
霊
祭
、
盲
導
犬

の
活
動
内
容
の
紹
介
、
長
老
犬

表
彰
、
動
物
用
品
販
売
、
警
察

犬
の
模
範
演
技
、
動
物
も
の
ま

ね
演
芸
大
会
、
高
校
生
動
物
愛

護
主
張
、
動
物
愛
護
図
画
展
示
、

譲
渡
会
、
災
害
時
の
犬
と
の
同

行
避
難
講
習
、
犬
し
つ
け
相
談
、

迷
子
札
作
成
体
験
、
○
×
ク
イ

ズ
、
音
楽
で
つ
な
が
る
「
人
と

動
物
の
ふ
れ
あ
い
」
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼
い

犬
は
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

９
月
下
旬
に
通
知
は
が
き
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
持
参
の
う
え
注

射
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
対
象
は
、
本
年

度
に
予
防
注
射
を
し
て
い
な
い
犬

に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
に
市
が
実
施
し
た

●犬の登録・狂犬病予防集合注射会場

●料金

ࣹྉɹɹɹ����ԁ

ࣹࡁථɹɹɹ���ԁ

ొྉɹɹɹ����ԁ
ɹʢ͢Ͱʹొ͍ͯ͠Δݘෆཁʣ

秋
の
狂
犬
病
予
防
　
集
合
注
射

注
射
、
ま
た
は
動
物
病
院
で
の
注

射
が
済
ん
で
い
る
犬
は
、
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
の
登
録

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
注
射
会

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
犬
が
死
亡
し
て
い
る
、

ま
た
は
人
に
譲
り
渡
し
て
い
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
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人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
㉝

市
で
は
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
内
容
や
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
の
職
員
は
、
職
務
上
市
民
の

皆
さ
ん
の
人
権
に
深
く
関
わ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
全
て
の
部
署
で

人
権
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

職
員
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
権

感
覚
を
身
に
つ
け
、
職
務
を
遂
行

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
市
で
は
合
志
市
人
権
教
育
・

啓
発
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ

ま
で
全
職
員
を
対
象
と
し
た
人
権

教
育
研
修
の
実
施
、
市
や
県
な
ど

が
実
施
す
る
人
権
教
育
研
究
大
会

や
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に

参
加
し
、
職
員
の
人
権
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基

本
計
画
で
は
女
性
の
人
権
に
つ
い

て
も
明
記
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
う

と
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、「
全
て
の
人
に
と
っ

て
生
き
や
す
い
、
働
き
や
す
い
社

会
」
の
こ
と
で
す
。
「
参
画
」
と

は
、
単
に
「
参
加
」
す
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
職
場
、

地
域
、
学
校
な
ど
日
常
生
活
の
中

で
、
男
女
の
性
別
に
か
か
わ
ら
ず

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て

お
互
い
に
喜
び
や
責
任
感
を
分
か

ち
合
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
、「
男
女
が
と
も
に
支

え
あ
い
、
活
躍
し
、
輝
く
合
志
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
第
３
次
合
志

市
男
女
共
同
参
画
推
進
行
動
計
画

〜
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ン
・

こ
う
し
〜
」
を
策
定
し
、
概
要
版

を
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
の
た
め
、
平
成
2�
年

９
月
に
市
民
意
識
調
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
５
年
前
の
調
査
に
比
べ

て
、
全
体
的
に
ポ
イ
ン
ト
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
女
性
が
外
で
働

く
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た
設
問
で

は
、「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ

と
職
業
を
持
ち
続
け
る
ほ
う
が
よ

い
」
と
い
う
職
業
継
続
型
の
回
答

が
35
・
８
％
（
国
4�
・
５
％
、
県

44
・
６
％
）。「
子
ど
も
が
で
き
た

ら
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び

職
業
を
持
つ
ほ
う
が
よ
い
」
と
い

う
中
断
・
再
就
職
型
の
回
答
が

46
・
１
％
（
国
30
・
８
％
、
県

34
・
０
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
女

性
が
出
産
後
も
仕
事
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
当
然
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
国
・
県
の
調
査
内

容
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
意
識
啓
発
を
行
な
う
こ
と
も

重
要
で
す
。
大
人
へ
の
啓
発
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
も
男
女
共
同
参

画
教
育
が
必
要
で
す
。
家
庭
や
職

場
で
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
話
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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市ຽͷͻΖ

　݄̓̎ɺӉ市Ͱ։͞࠵Εͨ熊本県ςίϯυʔબ
खݖେձͰɺ熊本県ςίϯυʔڠձ合志ࢧ෦ͷօ͞Μ
༂͠·ͨ͠ɻ׆͕
団体プンセ（型）３位ɹٱদޭ࣮͞Μʢೆϲٰখ̒ʣɾ
� લాཧਓ͞Μʢ߹ࢤೆখ̑ʣɾຊཔ͞Μʢ߹ࢤೆখ̐ʣ
個人キョルギ（組手）
優　勝� ࢁ৽ฏ͞Μʢ߹ࢤೆখ̒ʣɾᚸٷҀເ͞Μʢ߹ࢤೆখ̑ʣɾ�

ຊཔ͞Μʢ߹ࢤೆখ̐ʣɾҶੜɹྕ͞Μʢ߹ࢤೆখ̏ʣɾ�
ᚸٷཅເ͞Μʢ߹ࢤೆখ̎ʣ

準優勝� ຊాᗅѮ͞Μʢ߹ࢤ౦খ̎ʣɾ౻࣍͞ྵݪΜʢ۽ຊࢢʣ
３　位� Տӯᠳ͞Μʢ߹ࢤೆখ̒ʣ

　݄̓13ɺւಓࡳຈ市Ͱ։͞࠵Εͨશࠃཙ੨
ঁੑཙ発දେձʹɺཙՈͷޙ౻ΈͲΓ͞Μ（ޱݪ）
͕भදͱͯ͠ग़͠·ͨ͠ɻ
ΘΔܞʹӦܦɺཙ͖ͮجʹݧΜࣗͷମ͞౻ޙ　
͖͔͚ͬͦͷۤ࿑ɺ࣮शੜͷड͚ೖΕ׆ಈͳͲଟذ
ʹΘͨΔ׆ಈʹ͍ͭͯ発ද͠ɺ৹ࠪһ͔ΒʮࣗΒΛվ
ળ͠ޭΛੵΈॏͶͨɻཙΛ͢ࢦਓͷࢧԉʹྗΛ
ೖΕ͍ͯͯૉΒ͍͠ʯͱߴධՁΛड͚·ͨ͠ɻ

　݄̓10ɺງ۠Ͱ༸՛ࢠख࡞ΓେಊΛӦ
ΉఅެҰ͞Μ͕市Λ๚͠ɺࠃՈ֨ࢿҰڃ՛ࢠ
ٕ࢜ʹ合֨ͨ͜͠ͱΛใ͠ࠂ·ͨ͠ɻ͜ͷ֨ࢿٕ
ͷ͚ͩ͞ߴͰͳ͘ɺ҆શӴੜͳͲ෯͍ࣝΘ
ΕΔݕఆͰ͢ɻ県֤Ͱ࢈ফ͓՛࡞ࢠΓߨश
ձɺઐֶߍͷࢣߨͳͲɺੈ࣍ͷ՛ࢠ৬ਓҭʹऔ
ΓΜͰ͖ͨఅ͞Μɻʮ͜Ε͔Β͓՛࡞ࢠΓΛ௨ͯ͡
ҬݙߩΛଓ͚͍͖͍ͯͨʯͱ๊ෛΛޠΓ·ͨ͠ɻ

　݄̓18ɺಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓ熊本ϚϯΨϛϡʔδ
ΞϜϓϩδΣΫτ（௨শʮΫϚϚϯʯڮ本തද）ͱ
市ɺҬࣾձͷจԽɾࡁܦৼ͢ݙߩʹڵΔ͜ͱΛ
తʹแׅత࿈ڠܞఆΛక݁͠·ͨ͠ɻ
　ΫϚϚϯॴ༗͢ΔϚϯΨࢿྉ̒ສΛ市ʹد
ଃɻ市ຽͷօ͞Μ͕खʹऔͬͯಡΊΔΑ͏ఆظతʹೖ
Εସ͑ͳ͕Β合志ϚϯΨϛϡʔδΞϜʹՍ͠ɺΑΓ
ଟ͘ͷਓָ͕͠ΊΔࢪઃΛ͠ࢦ·͢ɻ

ςίϯυʔେձͰೖ
෦ࢧձ合志ڠςίϯυʔݝຊ۽

ୈ��ճશࠃཙ੨ঁੑൃදେձ
भදͱͯ͠ൃද

༸՛ࢠख࡞Γେಊͷఅ͞Μ
Ұڃ՛ࢠٕ࢜ʹ合֨

̒ສͷϚϯΨΛدଃ
/10๏ਓΫϚϚϯͱแׅత࿈ڠܞఆ

ೖͨ͠۽ຊݝςίϯυʔڠձͷօ͞Μ

ཙܦӦී׆ٴಈʹ͍ͭͯൃද͢Δޙ౻ΈͲΓ͞Μ

ࢢߥΜɺఅެҰ͞Μɺ͞ݾΒଠా༟͔ࠨ

ຊදڮͱࢢߥΒ͔ࠨ
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͢·ΊͰͱ͏͍͓͟͝ࡀ���

　݄̔ʹຬ100ࡀΛܴ͑ͨօ͞Μʹɺ市͔Βͷ͓ॕ
͍ঢ়ͱ͓ॕ͍͕ۚଃΒΕ·ͨ͠ɻ

瀬
㆛ ㆨ  ㆡ

戸口　芳
㇈ ㆗ ㆓

子さん
େਖ਼݄̒̔11ੜ

緒
ㆈ ㆋ ㆟

方　五
ㆂ ㆤ ㇂

モさん
େਖ਼݄̒̔13ੜ

　݄̓1�͔Β18ʹ͔͚ͯɺઘϲٰ̑ொձͷ
ా্རኍ͞Μͷݺͼ͔͚ʹΑΓݩ༗志ͷօ͞Μ͕ɺ
ઘϲٰೆެԂεςʔδͷϖϯΩΛృΓ͠·ͨ͠ɻ
　熊本ޙɺεςʔδృ͕ണ͕Ε͍ͯ·͕ͨ͠ɺ
݄̔̑ͷՆࡇΓʹؒʹ合͏Α͏ۀ࡞Λ行ͳ͍ɺες
ʔδ৽ͷΑ͏ʹੜ·ΕมΘΓ·ͨ͠ɻ
ͷృʹऔΓΉݿ֤ொͰফϗʔε֨ೲޙࠓ　
༧ఆͰɺϘϥϯςΟΞͷྠ͕͍͕ͯͬ·͢ɻ

　݄̓30ɺ٠ೆࡈͰ合志市ઓऀౣࣜΛ։͠࠵
·ͨ͠ɻ
　ҨձձһΛ͡Ί130ਓͷྻࢀͷͱɺߥ市
͕ࣜࣙɺ٢Ӭٞɾࡔ本Ҩձձ͕ౣͷࣙΛड़
·ͨ͠ɻͦͷޙɺҨձ֤۠ɺࣇಐͳͲͷද
ऀʹΑΔݙՖΛ行ͳ͍ɺઌͷେઓΛ͡Ίͱ͢ΔઓՒ
ʹΑΓ٘ਜ਼ͱͳͬͨઓऀΛౣ͠ɺӬԕͷฏͷ
͍Λ৽ͨʹ͠·ͨ͠ɻ

　݄̔̒ɺޚ志市ຽηϯλʔͰ市ձओ࠵ͷୈ
28ճϫϯύΫ͢͏େձ͕։͞࠵Εɺ市ͷԂࣇͱখ
ֶੜ195ਓ͕ࢀՃ͠ɺઓ͕܁Γ͛ΒΕ·ͨ͠ɻ
各部門の優勝者
　幼稚園・保育園
　　年中の部ɹɹງɹɹ྇ี͞Μʢ࠶य़Ί͔ͩอҭԂʣ
　　年長の部ɹɹాɹཾᘡ͞Μʢ͜ͷΈࡔอҭԂʣ
　小学生
　　１年生の部ɹాݪɹढ़େ͞Μʢ߹ࢤதԝখʣ
　　２年生の部ɹେٱอު೭հ͞Μʢ߹ࢤೆখʣ
　　３年生の部ɹੴݪɹఱզ͞Μʢ߹ࢤೆখʣ

ݩͷͨΊʹ役ʹཱ͍ͪͨ
ઘϲٰ۠༗志͕ϖϯΩృΓͷϘϥϯςΟΞ

ฏͷ͍Λ৽ͨʹ
合志市ઓऀౣࣜϫϯύΫ͢͏େձ։࠵

ԌఱԼɺۀ࡞Λߦͳ͏ݩ༗ࢤͷօ͞Μ

༂׆େ࢜ͪͼͬ͜ྗࢢߥՖ͢Δݙʹஃࡇ
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　݄̔22ɺେொͰ։͞࠵Εͨ٠܊市ಐ発දେ
ձʹɺ本市දͱͯ̏͠ਓ͕ग़͠·ͨ͠ɻ
ͷੈքޠɺ͠ݱ๛͔ʹಐΛදײͲͨͪࢠ　
ᐼಹ͞ݪ౻༏लͷ࠷ΜͰ͍·ͨ͠ɻࠐ٬ΛҾ͖؍ʹ
Μɺ10݄̓ʹ։͞࠵ΕΔ県େձʹ٠܊市ͷද
ͱͯ͠ग़͠·͢ɻ
　本市දͷ݁Ռ࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
最優秀賞ɹ౻ݪɹᐼಹ͞Μɹʢ߹ࢤೆখ̒ʣ
優 秀 賞ɹদӬɹؙ͞Μɹʢೆϲٰখ̒ʣ
優 秀 賞ɹதݪɹ༔ਅ͞Μɹʢ߹ࢤ౦খ̐ʣ

　݄̔23ɺງ۠Ͱ໌࣏͔࣌Βଓ͘ਢখଂ
ͱئفΓɺަ௨҆શࡇΕ·ͨ͠ɻ͜ͷ͞࠵։͕ࡇ
ҬॅຽͷަྲྀΛతʹຖ行ͳΘΕ͍ͯ·͢ɻ
　ձͷҰ֯ʹɺ͓ଂ͞Μͱͱʹכͷྠઃஔ
͞Εɺͨ͘͞ΜͷͮࢠΕ͕͓ࢀΓͷͨΊʹྻΛͭ͘
Γ·ͨ͠ɻา行ऀఱࠃͱͳͬͨ௨ΓͰɺग़ళ͕ฒͼ
ଟ͘ͷਓ͕ݟकΔதɺҬ૯གྷΓࢠͲΈ͕͜͠ࡇ
ΓΛΓ্͛·ͨ͠ɻ

　݄̓30ɺ市ࢠͲձεϙʔπେձΛ։͠࠵ɺ૯302
ਓͷࢠͲ͕ͨͪਅՆͷॵ͞ʹෛ͚ͣɺશྗͰϓϨʔ͠
·ͨ͠ɻ
　େձʹɺιϑτϘʔϧͷ෦͕̑νʔϜɺϏʔνϘʔ
ϧόϨʔͷ෦͕38νʔϜग़ɻ֤෦ͷ༏উνʔϜ࣍
ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
　ͳ͓ɺϏʔνϘʔϧόϨʔঁࢠͷ෦Ͱ༏উͨ͠Ֆͱ
ιϑτϘʔϧνϟϯϐΦϯγοϓͷ෦Ͱ༏উͨ͠ୈҰখ
ύϥμΠἑ݄18ʹ٠市Ͱ։͞࠵Εͨ県େձʹ市
දͱͯ͠ग़͠·ͨ͠ɻ

ビーチボールバレー
ঁ ࢠ ͷ ෦ɹՖʢୈҰখࢠͲձʣ
உ ঁ ࠞ ߹ ͷ ෦ɹࡩ࿏̖ʢࡩ࿏ࢠͲձʣ
ϑϨϯυγοϓͷ෦ɹਿฒ̖ʢਿฒࢠͲձʣ
ͪ ͼ ͬ ͜ ͷ ෦ɹՖ᤹ʢୈҰখࢠͲձʣ

ソフトボール
νϟϯϐΦϯγοϓɹୈҰখύϥμイεʢୈҰখࢠͲձʣ
ϑϨϯυγοϓɹνʔϜ,630%"/ʢࠇੴஂࢠͲձʣ

ޠͷੈքΛ๛͔ʹදݱ
٠܊市ಐൃදେձ

ަ௨҆શΛͯ͠ئف
ਢখଂࡇ

ॵ͞ʹෛ͚ͣɺશྗϓϨʔ
合志市ࢠͲձεϙʔπେձ

Γࢀ͓ʹकΔ͓ଂ͞ΜݟΜҬΛ͞ݪ౻Μɺ͞ݪΒদӬ͞Μɺத͔ࠨ

ιϑトϘʔϧ

ϏʔνϘʔϧόϨʔ

市ຽͷͻΖ
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ΠϯϑΥϝʔγϣϯ

I N F O R M A T I O N

楽
し
み
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

介
護
を
し
て
い
る
仲
間
に
気
持
ち

を
打
ち
明
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
９
月
20
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象
　
認
知
症
の
人
、
認
知
症

の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な

ど
▼
参
加
費
　
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ࢢ
ࣾ
ձ

ࢱ
ڠ
ٞ
ձɹ

ɹ


Ҭ

ࢱ
՝ớ
;
Ε
͋
い
ؗ
Ờ

ɹ

ὸớ
̎
̐
̎
Ờ̓
̌
̌
̓

　

認
知
症
の
症
状
か
ら
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
行
動
や
、
対
応
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
介
護
を
し
て
い

る
仲
間
と
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
　
９
月
26
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象
　
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
人
、
家
族
が
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
人

▼
内
容
　
菊
池
病
院
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
相
談
会
や
意
見
交

　

眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、
な

ん
と
な
く
不
安
な
ど
の
症
状
が
あ

る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
専
門
医
が
話
を
う
か
が

い
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き
　
毎
月
第
２
水
曜
日
の
午

後
（
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
）

▼
と
こ
ろ
　
西
合
志
庁
舎

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
、
悩
み
や

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
や
そ
の

家
族

▼
申
込
方
法

　

相
談
前
日
の
正
午
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

݈
߁
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
՝ɹ

ɹ

݈
߁
ਪ
ਐ
൝ớ

合
ࢤ
ி
ࣷ
Ờ

ɹ

ὸớ
̎
̐
̎
Ờ̍
̍
̔
̏

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

INFORMATION

換
会

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ࢢ
ࣾ
ձ

ࢱ
ڠ
ٞ
ձɹ

ɹ


Ҭ

ࢱ
՝ớ
;
Ε
͋
い
ؗ
Ờ

ɹ

ὸớ
̎
̐
̎
Ờ̓
̌
̌
̓

　

法
律
に
よ
り
、
商
取
引
や
証
明

に
使
用
す
る
計
量
器
は
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
を
受
け
、
合
格
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
て
は
ま
る
計
量
器
を
お
持
ち

の
人
は
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

①
10
月
10
日
㈫

◦
市
商
工
会
支
所

　

午
前
10
時
〜
正
午

◦
Ｊ
Ａ
菊
池 

西
合
志
中
央
支
所

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

②
10
月
11
日
㈬

◦
三
つ
の
木
の
家

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◦
妙
泉
寺
体
育
館

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

◦
菊
池
恵
楓
園

　

午
後
３
時
〜
４
時

▼
対
象

◦
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使

用
す
る
は
か
り

◦
病
院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
す
る

調
剤
用
の
は
か
り

◦
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で

※
面
談
相
談
は
予
約
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ݝ
࢘
๏
ॻ
࢜
ձ
ࣄ

ہ

ɹ

ὸớ
̏
̒
̐
Ờ̎
̔
̔
̕

　

人
材
育
成
や
品
質
管
理
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
料
の
一
部
は
市
の
中
小
企

業
人
材
育
成
補
助
事
業
（
広
報
こ

う
し
８
月
号
掲
載
）
の
助
成
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
助

成
に
つ
い
て
は
ࢢ


ձ
ὸớ
̎

̐
̎
Ờ̌
̓
̏
̏
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

த
খ
ا
ۀ
େ
ֶ
ɹߍ

ਓ
٢
ߍ

ɹ

ὸ
̌
̕
̒
ớ̒
̎
̏
Ờ̒
̔
̑
̍

▼
と
き
　
10
月
１
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
熊
本
再
春
荘
病
院

　

多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど

▼
内
容
　
健
康
講
座
や
専
門
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
健
康
相
談
、
測
定

コ
ー
ナ
ー
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

な
ど

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

۽
ຊ
࠶
य़

ප
Ӄɹ


ཧ
՝

ɹ

ὸớ
̎
̐
̎
Ờ̍
̌
̌
̌

使
用
す
る
体
重
測
定
用
の
は
か

り
◦
農
協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資
集

荷
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

◦
生
産
者
が
農
産
物
、
水
産
物
な

ど
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

計
量
器
（
質
量
計
な
ど
）、
手
数

料
（
１
台
あ
た
り
５
０
０
円
〜

２
、
２
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ



ৼ
ڵ
՝ớ
合
ࢤ
ி
ࣷ
Ờ

ɹ

ὸớ
̎
̐
̔
Ờ̍
̍
̍
̑

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
・
遺
言
、

財
産
管
理
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
な
ど
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
と

社
会
福
祉
士
が
無
料
で
面
談
相
談

と
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
９
月
16
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　
熊
本
県
司
法
書
士
会

館
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁

目
４
‐
34
号
）

▼
対
象
　
相
続
人
が
認
知
症
か
も

し
れ
な
い
と
心
配
な
人
や
障
が

い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心

配
な
人
な
ど

▼
相
談
電
話

ɹ

ὸớ
̏
̒
̐
Ờ̌
̔
̌
̌

中
小
企
業
の
従
業
員
向
け

研
修

認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

お

知

ら

せ

こ
こ
ろ
の
相
談

高
齢
者・障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

２
年
に
１
回
は

計
量
器
の
定
期
検
査
を

熊
本
再
春
荘
病
院

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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ΠϯϑΥϝʔγϣϯ

I N F O R M A T I O N

人
以
上
雇
用
し
、
雇
用
状
況
を
報

告
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
事
業

主
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
募
集
、
雇
用
管
理
、

各
種
助
成
金
な
ど
に
関
す
る
相
談

は
、
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ϋ
ϩ
ồ
ϫ
ồ
Ϋ
٠


ɹ

ὸ
̌
̕
̒
ớ̔
̎
̐
Ờ̔
̒
̌
̕

　

迷
子
に
さ
せ
な
い
よ
う
、
犬
は

リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
は
ぐ
れ
た
時
に

備
え
、
迷
子
札
や
、
連
絡
先
を
記

入
し
た
首
輪
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
迷
子
に
な
っ
た
ら
、
最
寄

り
の
保
健
所
や
市
町
村
、
警
察
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ݝ
݈
߁
ة
ػ

ཧ
՝ɹ

ɹ

ὸớ
̏
̏
̏
Ờ̎
̎
̐
̔

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
制
作

し
た
絵
画
や
書
、
陶
芸
、
工
芸
な

ど
の
作
品
に
、
日
々
の
活
動
や
作
品

に
込
め
た
思
い
を
添
え
展
示
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

10
月
３
日
㈫
〜
９
日
㈪

　

災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、

防
災
士
の
養
成
事
業
と
資
格
を
保

有
し
て
い
る
人
の
登
録
を
進
め
て

い
ま
す
。

①
防
災
士
養
成
事
業

　

市
の
防
災
行
政
や
地
域
防
災
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
に
資

格
取
得
に
必
要
な
受
験
料
な
ど

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②
防
災
士
資
格
保
有
者
の
登
録

　

防
災
士
の
情
報
交
換
会
や
講
演

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
　
防
災
士
の
資
格
を
有
し
、

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

▼
登
録
方
法
　
防
災
士
証
を
持
参

の
う
え
、
交
通
防
災
課
に
備
え

付
け
の
登
録
書
に
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ަ
௨

ࡂ
՝	

合
ࢤ
ி
ࣷ


ɹ

ὸ	

̎
̐
̔


̍
̑
̑
̑

　

民
間
企
業
の
障
が
い
者
法
定
雇

用
率
が
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

引
き
上
げ
後
は
、
障
が
い
者
を
１

▼
と
こ
ろ
　

　

熊
本
県
立
美
術
館
分
館

▼
観
覧
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

͘
·

ͱ
ϋ
ồ
τ

ỹ
ồ
Ϋ

࣮
ߦ
ҕ
һ
ձ

ὸớ
̏
̏
̏
Ờ̎
̎
̏
̑

　

地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
を
理
解

す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
サ

ポ
ー
タ
ー
に

は
認
知
症
の

人
を
応
援
す

る
意
思
を
示

す
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
渡

し
ま
す
。

▼
と
き
　
９
月
25
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

西
合
志
庁
舎
３
階
大
会
議
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ߴ
ྸ
ऀ
ࢧ
ԉ
՝ɹ

แ
ׅ
ࢧ
ԉ

η
ϯ
λ
ồ
൝ớ

合
ࢤ
ி
ࣷ
Ờ

ὸớ
̎
̐
̎
Ờ̍
̍
̎
̐

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

一
緒
に
進
め
ま
し
ょ
う

募

　集

ユーパレス弁天 日　舞
ɹѪձͷօ͞Μ͕Λ൸࿐͍ͯ͠·͢ɻԹઘͱҰ
ॹʹ՚ྷͳָ͓͠Έ͍ͩ͘͞ɻ
◦と　き	
ɹ݄̕��ʙ���
ɹຖिՐ༵�
ɹ࣌̍ޙޕʙ
◦ところɹ̍֊ɹେؒ
◦料　金ɹແྉ

回数券の日
9月			7日㈭、17日㈰
	 21日㈭、25日㈪

休館日
9月14日㈭

˔Ӧؒ࣌ۀ
温　泉�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ �࣌��ޙޕʙ࣌��લޕ

プール�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ࣌���ޙޕʙ࣌��લޕ

トレーニング室�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ࣌���ޙޕʙ࣌��લޕ
ʢ༵࣌�ޙޕ·Ͱʣ

レストラン�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ࣌���ޙޕʙ࣌��લޕ
ʢฏ࣌�ޙޕ��ʙ࣌�४උʣ

23ίʔυ

ʑౡ�������
�ὸ��������
ϗʔϜϖʔδ
IUUQ���XXX�V�CFOUFO�KQ�

♨

休

大
事
な
ペ
ッ
ト
を

迷
子
に
さ
せ
な
い
た
め
に

く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展

ೝͷਓΛԠԉ͢Δ
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ΠϯϑΥϝʔγϣϯ

I N F O R M A T I O N

　

日
ご
ろ
な
か
な
か
訪
れ
る
機
会

が
な
い
市
内
の
企
業
や
施
設
を
バ

ス
で
巡
り
、
市
の
産
業
や
農
業
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
10
月
12
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
集
合

◦
合
志
庁
舎
玄
関
前

　
（
午
前
９
時
）

◦
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
９
時
20
分
）

▼
対
象
　
市
民
（
30
人
）　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て

の
参
加
者
を
優
先
し
て
抽
選

▼
内
容
　

①
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

②
栄
工
業
団
地
の
一
畳
屋
・
釜
屋

③
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州

①
〜
③
を
見
学
し
、
企
業
や
施
設

の
説
明
を
受
け
ま
す
。

▼
参
加
費
　
７
０
０
円
（
昼
食
代
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
申
し
込
み

▼
申
込
期
限
　
９
月
28
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ੜ
֔
ֶ
श
՝ɹ

ੜ
֔
ֶ
श
൝

ɹ
ớ
ޚ

ࢤ
ࢢ
ຽ
η
ϯ
λ
ồ
Ờ

ɹ

ὸớ
̎
̐
̎
Ờ̍
̍
̕
̌

　

就
農
に
必
要
な
栽
培
技
術
や
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら
学
べ

る
農
業
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

仲
間
と
と
も
に
農
業
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
研
修
コ
ー
ス

①
プ
ロ
経
営
者
コ
ー
ス
（
週
５
日
）

　

平
成
30
年
４
月
〜
平
成
31
年
３
月

②
実
践
農
業
コ
ー
ス
（
週
３
日
）

　

平
成
30
年
４
月
〜
12
月

③
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス

　
（
月
１
回
）

　

平
成
30
年
４
月
〜
11
月

▼
と
こ
ろ
　
農
業
大
学
校

▼
受
講
料
　
無
料

※
傷
害
保
険
料
、
教
科
書
代
、
小

農
具
代
な
ど
実
費
負
担
が
あ
り

ま
す
。

▼
申
込
期
間

◦
１
次
募
集
（
①
②
）

　

９
月
15
日
㈮
〜
10
月
2�
日
㈮

◦
２
次
募
集
（
１
次
募
集
の
残
枠

と
③
）

　

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
〜
31
日
㈬

▼
申
込
方
法
　
県
立
農
業
大
学
校
、

地
域
振
興
局
に
あ
る
受
講
願
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ݝ
ཱ

ۀ
େ
ֶ
ɹߍ

ݚ
म
෦

ɹ

ὸớ
̎
̐
̔
Ờ̒
̒
̌
̌

　

小
・
中
学
生
の
子
ど
も
実
行
委

員
が
つ
く
り
あ
げ
る
、
子
ど
も
に
よ

る
子
ど
も
の
た
め
の
お
祭
り
で
す
。

▼
と
き
　
10
月
１
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
、

お
ば
け
屋
敷
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
広

場
、
レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ
、
他

▼
参
加
費
　
無
料

※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
で
き
る
だ
け
保
護
者
の
送

迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
各
コ
ー
ナ
ー
の
時
間
や
内
容
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
区
回
覧
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ੜ
֔
ֶ
श
՝ɹ

ੜ
֔
ֶ
श
൝

ɹ
ớ
ޚ

ࢤ
ࢢ
ຽ
η
ϯ
λ
ồ
Ờ

ɹ

ὸớ
̎
̐
̎
Ờ̍
̍
̕
̌

第
２
回
ふ
る
さ
と
探
訪

ま
ち
め
ぐ
り
バ
ス
参
加
者
募
集

平
成
��
年
度��

農
業
大
学
校

新
規
就
農
者
研
修
生
募
集

子
ど
も
の
た
め
の
お
祭
り

合
志
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

݄̕̕� ��ɿ��ʙ��ɿ���
�ϚϯΨٛक़ࢤ߹
ʮϚϯΨEFςπΨΫʁʯ

݄̕�����ɿ��ʙ��ɿ���
�ϚϯΨٛक़ࢤ߹
ʮڭՊॻʹ͍ͯͬࡌΔखṂ࣏ʯ

݄̕�� ���ɿ��ʙ��ɿ���
ϫʔΫγϣοϓ�
ʮ͚ͭϖϯମࣨڭݧʯ

લ࿈བྷෆཁͰ͢ɻࣄՃࢀ˞
˞߹ʹΑΓɺイϕϯト༰࣌
ؒมߋʹͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻ

݄̕ͷΠϕϯτ

ʮՐͷௗʯ� खṂ࣏
ɹ͜ͷϚϯΨҰੜͷ͏ͪ̏ճಡΜͰ΄͍͠ҰͰ͢ɻ
ɺ̏ࠒɺ̎ճࣾձʹग़ͯؒͳֶ͍ߴߍॳখֶ࠷
ճऀྸߴʹͳ͔ͬͯΒͰ͢ɻ
ɹ·ͩ৺͕७ਮͳࢠͲͷࠒɺࣗԿͷͨΊʹੜ·Εͯ
͖ͨͷ͔ɺੈքӉͲ͏ͯ͠Ͱ͖ͨͷ͔Λͨ͑͜ߟͱ
͕͋Γ·ͤΜ͔ɻͰपΓͷେਓʹ͑ΛٻΊͯฦͬͯ

͖·ͤΜɻ͑ͷώϯトՐͷௗੜ໋ฤɺӉฤʹ͋Γ·͢Αɻ
ɹࣾձʹग़ͯؒͳ͍͡ײʹࠒΔͷੈͷதͷཧෆਚ͞ɻͦΜͳதͰ͕ࣗ
ࣗͷ··Ͱ͍ΒΕΔΑ͏ʹ͢ΔͨΊʹͲ͏ੜ͖ͨΒ͍͍͔ɺ͖͑ͬ
ͱ႗ฤʹ͋ΔͣͰ͢ɻ
ɹऀྸߴਓੜͷ·ͱΊʹೖΔͱ͖ɻ͜Ε·Ͱͷੜ͖ํΛৼΓฦΓɺ͜Ε͔
ΒԿΛ͠Α͏͔ͱ͍͏ࠒʹ͓͢͢Ίͳͷ͕ՐͷௗશฤಡഁɻಡΈฦ͍ͯ͠Δ
͏ͪʹɺ͜Ε͕ϚϯΨΛ͑ͨਂֶ͍ॻͰ͋Δ͜ͱ͕Θ͔͖ͬͯ·͢Αɻ

●問い合わせ先
ɹ߹ࢤϚϯΨϛϡʔδΞϜ
ɹὸ���ʖ����

ؗͷϚϯΨͷ͢ʍΊ
ɹ͜ͷίϥϜͰɺ߹ࢤϚϯΨϛϡʔδΞϜʹฒͯ͋ΔϚϯΨͷத͔Β͓
͢͢ΊͷҰΛબͼग़ͯ͠ຖ݄հ͍͖ͯ͠·͢ɻ

マンガを読もう！観よう！！学ぼう！！！
合志マンガミュージアムだより
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23ίʔυ
ରԠػछͰ
ར用Ͱ͖·͢

合志ਤॻؗ

͓ͳ͠ձ�
ͱɹ͖� ຖिɾ༵ɹ࣌̎ޙޕʙ�
ͱ͜Ζ� ͓ͳ͠ͷ෦�
˞݄̕��͋Γ·ͤΜ

ͪΌΜͷͨΊͷϥοίͪΌΜ͓ͳ͠ձ�
ͱɹ͖� ݄̕�� ɹޕલ࣌����ʙʢ��ʣ�
ͱ͜Ζ� ूձࣨ

ϚΠϯυγΞλʔ�
ͱɹ͖ɹ݄̕��ɹ࣌̎ޙޕʙ�
ͱ͜Ζɹूձࣨ�
ɹ໊ɹʮ͜Ͷ͜ͷͽͬͪʯʢ��ʣ
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移動図書館車巡回ひまわりドンちゃん号
˞Ҡಈਤॻؗंͷି͠ग़ؒ࣌͠��Ͱ͢ɻ
ɹૣΊʹ͓ӽ͍ͩ͘͠͞ɻ

ۭ؍ձ
݄̕ͷۭ

ɹ໌͚ͷ౦ۭͰਫ͕ࠒݟΛܴ͍͑ͯ·͢ɻ
ɹଠཅܥͷͷதͰ࠷ଆΛճ͍ͬͯΔ
ਫɺ͔ٿΒݟΔͱৗʹଠཅͱ͍ۙํ
ʹҐஔ͢ΔͨΊ͢؍Δͷ͕͍͠Ͱ͢
͕ɺ̕ ݄��ʹํ࠷େ֯Λܴ͑·͢ɻͦ
ͷͨΊ��͔Β��ʹ͔͚ͯͷग़��
લͷਫͷߴ͕��Λ͑ɺൺֱత͚ͭݟ
͘͢ͳΓ·͢ɻ͜ͷνϟϯεʹਫ୳͠ʹ
ઓͯ͠Έ͍͔͕ͯͰ͠ΐ͏͔ɻ

߹ࢤਤॻؗ�ὸ���������ɹ�ઘϲٰࢢຽηϯλʔਤॻؗ�ὸ���������
˞ϰΟʔϒϧਤॻؗؗٳதͰ͢ɻΈͲΓؗԾઃਤॻؗΛ͝ར用͍ͩ͘͞ɻ͍߹Θͤ߹ࢤਤॻؗ·Ͱɻ
˞̕ɾ��݄ͷؗٳ��ϖʔδͷ͓ΒͤΧϨϯμʔΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

˔ͱɹ͖ɹຖि༵�
ɹɹɹɹɹ࣌̓ޙޕʙ࣌̕�
ɹɹɹɹɹʢड࣌̔ޙޕ��·Ͱʣ
˞�݄͔Βౙؒ࣌ʹͳΓɺ࣌�ޙޕ
͔Β࣌̕ޙޕ·Ͱ؍Ͱ͖·͢ɻ

˔ͱ͜Ζɹ߹ࢤਤॻؗɹఱจ
˞Ӎఱɾಶఱͷ߹த͠ࢭ· ɻ͢� �
དྷؗલʹిͰ֬͝ೝͩ͘ ͍͞ɻ

Ճඅɹແྉࢀ˔
˔͍合Θͤઌɹ߹ࢤਤॻؗ

ɹळͱ͍͑தळͷ໊݄ɻதळͱྐྵچͷ݄̔��Λࢦ
͠·͢ɻΜͩळͷۭؾͷதɺඒ͍݄͠Λ؍ͯ͠Έ·
ͤΜ͔ɻ

˔ͱɹ͖ɹ��݄̐ �
���࣌ʙ࣌̓̕ޙޕ
ʢड࣌̕ޙޕ·Ͱʣ

˔ͱ͜Ζɹ߹ࢤਤॻؗɹఱจ
˞Ӎఱɾಶఱͷ߹த͠ࢭ·͢ɻ

˔͍合Θͤઌɹ߹ࢤਤॻؗ

中秋の名月観望会
˔ͱɹ͖ɹ��݄�� ɹ࣌̒ޙޕ��ʙ̔࣌
˔ͱ͜Ζɹ߹ࢤਤॻؗɹूձࣨ
˔ɹ༰ɹϑϥϯεͰͷւ֎ੜ׆ʹ͍ͭͯ
һɹɹਖ਼ઇ͞ΜୂྗڠɹҬ͓͜͠ࢣɹߨ˔
Ճඅɹແྉࢀ˔
˔ਃݶظࠐɹ��݄�� 
˔ਃ͠ࠐΈઌ� ߹ࢤਤॻؗɺઘϲٰࢢຽηϯλʔਤॻؗɺ

ΈͲΓؗԾઃਤॻؗ

秋の夜のテーブルトーク

݄　日 ८　ճ　 ؒ࣌ ݄　日 ८　ճ　 ؒ࣌ ݄　日 ८　ճ　 ؒ࣌

9月12日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

9月26日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地区集会所前
ダイワハウス分譲地入口
県営住宅区５棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

10月4日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

9月13日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎駐車場

13:30
14:00
14:30
15:00

10月3日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

10月11日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎A棟前

13:30
14:00
14:30
15:00

˔ͱɹ͖ɹ݄̕���
࣌ʙ࣌̑̕ޙޕ

˔ͱ͜Ζɹ߹ࢤਤॻؗɹूձࣨ
˔ରɹɹখֶ�ੜʢઌண��ਓʣ�

ʢอ͕ऀޢૹܴͰ͖ΔਓͷΈʹݶΓ·͢ʣ

秋の夜の図書館探検隊
Ճඅɹ���ԁࢀ˔
˔ਃํࠐ๏� ֤ਤॻؗʹஔ͍͍ͯΔਃࠐॻʹඞཁ߲ࣄΛ

ೖͯ͠ɺఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻه

˔ਃݶظࠐ� ݄̕�� 
˔͍合Θͤઌɹ߹ࢤਤॻؗ
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だよりだより
児童館児童館

、͠ڙձΛఏػ・ಐʹ݈શな༡ͼࣇ、ಐؗࣇ
ԉࢧど͕৺ͱʹ๛͔なൃୡ͕Ͱ͖ΔΑ͏ࢠ
͢Δͱ͜ΖͰ͢ɻࣄߦͷৄ͍͠༰֤ࣇಐؗʹ
͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻな͓、߹ࢠࢢࢤҭͯαΠ
τʹ֤ࣇಐؗͩΑΓΛ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ

ҭͯαΠτɹࢠࢢࢤ߹
IUUQ���LPTPEBUF�DJUZ�LPTIJ�MH�KQ�

よ
み
人 

こ
う
し

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
す

こちら

こん
にちは

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

こちら

こん
にちは

過
去
の
こ
と
御
免
ご
め
ん
と
夢
の
中	

翠　

石

身
上
書
過
去
の
失
敗
語
ら
な
い	

修　

平

忘
れ
た
い
過
去
が
何
故
だ
か
足
を
引
く	

幸　

伯

消
え
て
い
く
過
去
が
時
ど
き
浮
び
か
け
る	

一　

郎

故
郷
へ
帰
る
と
過
去
が
呼
び
と
め
る	

理　

石

木
を
蹴
っ
て
甲
蟲
採
り
父
を
呼
ぶ	

チ
ズ
エ

夏
の
蝶
渡
る
古
墳
の
丘
の
空	

ち
づ
え

合
歓
の
咲
く
五
木
山
路
の
谷
に
沿
ひ	

む
つ
子

牧
番
を
引
継
ぎ
四
年
天
の
川	

千　

秋

田
を
鋤
け
る
夕
空
渡
る
ほ
と
と
ぎ
す	

ト
ヨ
子

朝
か
ら
の
避
難
警
報
暴
れ
梅
雨	

チ
ズ
エ

竹
秋
や
神
鼓
洩
れ
く
る
裏
参
道	

ち
づ
え

蚰
蜒
の
這
ひ
出
る
夜
の
雨
も
よ
ひ	

ト
ヨ
子

紛
れ
き
て
舟
蟲
走
る
宿
廊
下	

む
つ
子

放
牧
の
牛
を
見
廻
る
日
焼
か
な	

千　

秋

相
談
者
へ
の
対
応

　

冠
婚
葬
祭
互
助
会
の
積
み
立
て
は
、
婚
礼

や
葬
儀
な
ど
を
利
用
す
る
た
め
の
代
金
の
一

部
を
分
割
し
て
支
払
う
方
法
で
あ
り
、
利
用

し
な
け
れ
ば
解
約
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

契
約
書
を
確
認
す
る
と
手
数
料
の
記
載
が
あ

り
、
原
則
契
約
書
の
取
り
決
め
に
従
う
こ
と

に
な
る
と
伝
え
ま
し
た
。

解
説

　

冠
婚
葬
祭
互
助
会
と
は
、
前
払
い
の
分
割

方
式
で
会
員
か
ら
掛
け
金
を
預
か
り
、
将
来

冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
も
の

で
、
割
賦
販
売
法
の
「
前
払
式
特
定
取
引
」

に
当
た
り
ま
す
。
預
金
と
違
い
利
息
は
付
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に

解
約
す
る
場
合
は
解
約
手
数
料
が
差
し
引
か

れ
ま
す
。
積
立
金
額
よ
り
少
な
い
金
額
し
か

返
金
さ
れ
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

原
則
、
契
約
書
の
取
り
決
め
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
解
約
手
数
料
が
著
し
く
高

額
で
あ
れ
ば
規
定
通
り
の
手
数
料
を
払
う
必

要
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
解
約

を
申
し
出
て
か
ら
45
日
以
内
の
返
金
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
策

　

契
約
の
際
は
、
結
婚
式
や
葬
儀
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
か
よ
く
考
え
、
十
分
な
説
明

を
受
け
て
納
得
し
た
上
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、
契
約
か
ら

８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
契
約
書
の
不
備
や
交
付
が
な
い
場

合
は
８
日
を
過
ぎ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ɹ

ࢢ
ফ
අ
ੜ
׆
η
ϯ
λ
ồ

ɹ
ớ
合
ࢤ
ி
ࣷ
̎
֊ɹ

૯

՝

Ờ

ɹ

ὸớ
̎
̐
̔
Ờ̑
̐
̐
̎

相
談
受
付
時
間

ɹ

ฏ
ɹ

ޕ
લ
��
࣌
Ỗ
ޕ
ޙ
̐
࣌

契
約
内
容
を
よ
く
確
認

冠
婚
葬
祭
互
助
会
の
積
み
立
て

相
談
事
例

　

互
助
会
に
入
会
し
、
毎
月
３
、
０
０
０
円
、

80
回
払
い
で
積
み
立
て
を
し
て
い
た
。
満
期

に
な
り
、
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
解
約

を
申
し
出
る
と
、
解
約
手
数
料
３
５
、
０
０

０
円
を
引
い
た
金
額
し
か
戻
ら
な
い
と
言
わ

れ
た
。
契
約
書
は
手
元
に
あ
る
が
字
が
小
さ

く
て
読
ん
で
い
な
い
。
訪
問
販
売
で
契
約
し

た
が
、
勧
誘
の
と
き
解
約
手
数
料
の
話
は
聞

い
て
い
な
い
。 

（
80
歳
代　

女
性
）

む
ら
さ
き
の
一
閃
曳
き
し
揚
羽
蝶	

眞
一
郎

走
り
根
の
ふ
ん
張
っ
て
ゐ
る
大
夏
木	

規　

子

亡
き
人
を
憶
へ
ば
精
霊
蜻
蛉
群
れ	

美
和
子

亡
き
人
の
俤
う
か
ぶ
蓮
の
花	

美
代
子

端
居
し
て
親
子
の
会
話
は
ず
み
け
り	

雅　

子

空
蝉
の
眼
き
ら
り
と
光
り
け
り	

頼　

美

熊
蝉
の
渾
身
の
声
野
球
場	

立　

身

日
盛
や
置
き
所
な
き
我
が
心	

保　

子

甘
酒
に
病
の
命
繋
ぎ
け
り	

浩　

子

鬼
灯
の
ほ
の
と
明
る
き
御
堂
か
な	

俊　

子

梅
雨
荒
ぶ
大
蛇
と
な
り
し
流
れ
か
な	

恵
美
子

過
去
よ
り
も
未
来
へ
向
か
い
進
み
ゆ
く	

靖　

子

過
去
な
ど
は
ど
う
で
も
い
い
と
プ
ロ
ポ
ー
ズ	

浩　

二

芋
食
え
ば
戦
後
の
暮
ら
し
思
い
出
す	

遊　

心

お
り
お
り
に
親
の
背
中
が
浮
か
び
出
る	

賢　

治

前
向
き
の
人
の
日
記
に
過
去
は
な
い	

朝　

子

須
屋
俳
句
会	

井
芹	

眞
一
郎	

選

合
志
川
柳
同
好
会	

安
永	

理
石	

整
理

仔
馬
句
会	

宮
中	

千
秋	

選
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だよりだよりだよりだより
児童館児童館

、͠ڙձΛఏػ・ಐʹ݈શな༡ͼࣇ、ಐؗࣇ
ԉࢧど͕৺ͱʹ๛͔なൃୡ͕Ͱ͖ΔΑ͏ࢠ
͢Δͱ͜ΖͰ͢ɻࣄߦͷৄ͍͠༰֤ࣇಐؗʹ
͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻな͓、߹ࢠࢢࢤҭͯαΠ
τʹ֤ࣇಐؗͩΑΓΛ͍ͯ͠ࡌܝ·͢ɻ

ҭͯαΠτɹࢠࢢࢤ߹
IUUQ���LPTPEBUF�DJUZ�LPTIJ�MH�KQ�

˞͓ۚήʔϜ機なͲوॏͯͬ࣋͜な͍Α͏ʹɺ·ͨɺͤͨ࣋な͍Α͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

東児童館	 ☎248-5203
։ؗؒ࣌ʗޕલ࣌̕��ʙਖ਼ޕ
ɹɹɹɹɹ࣌̍ޙޕʙ̒࣌ʢ݄̒ʙ݄̕ʣ
ٳ ؗ ʗ݄༵ɺୈ�༵ɺॕ

西児童館（ふれあい館内）
	 ☎242-7008

։ؗؒ࣌ʗޕલ̔࣌��ʙ࣌̑ޙޕ��
ɹɹɹɹɹʢ༵ޕલ࣌̕ʙ࣌̑ޙޕ��ʣ
ٳ ؗ ʗୈ݄༵̐ɺॕ

エコクラフトで小物入れ！
と　き� ݄̕�� ɹ࣌̍ޙޕ��ʙ̐࣌
対　象� ༮ࣇʢอऀޢಉʣɺখɾதֶੜ
定　員� ��ਓఔ
参加費� ���ԁ
内　容� ΤίΫϥϑトΛͯͬૉఢͳখೖ

ΕΛ࡞Γ·͢ɻ

申込開始ɹ݄̔̕ ɹޕલ࣌��ʙ
˞ిͰ͓ਃ͠ࠐΈ
͍ͩ͘͞ɻ

楽しく美味しく！食育と防災を学ぶ
ペットボトルでピザづくり体験
と き� ��݄�� ɹޕલ࣌��ʙ࣌̍ޙޕ
対　象� தࣇҎ্ͷ͍͕ࢠΔՈ� �

ʢ༮ࣇͷࢀՃཁ૬ஊʣ
定　員� ��Ոఔ
参加費� ̍Ո���ԁ
内　容� ֎Ͱ؆୯ʹͰ͖Δϐβͮ͘Γʹ

ઓ͠·͢ɻ࣌ࡂʹཱͭμϯ
ϘʔϧΦʔϒϯͰম͍ͯඒຯ͘͠৯
·͢ɻ

秋の児童館カフェ
ひとくちパイとミルク寒天づくり
と き� ݄̕��ɹޕલ࣌̕��ʙਖ਼ޕ
対　象� খֶੜ
定　員� ઌண��ਓ
参加費� ���ԁ
内　容� ͘͘͞͞ύイͱɺ΄ΜͷΓͯ͘ྫྷ

Γ·͢ɻ࡞ఱΛפ͍ͨ
持ってくるもの� ͓ख;͖λΦϧɺΤϓϩϯɺ

ɺϚεΫɺҿΈۊ֯ࡾ

申込開始ɹ݄̕��ɹޕલ࣌��ʙ
ɺຊ༧ͱͳΓ·͢ɻʢຊޙͰೖۚޱಐؗ૭ࣇ˞
ਓ͔ͦͷՈ͕ਃ͠ࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻཧͷ
ਃ͠ࠐΈి༧ෆՄʣ

泉ヶ丘市民センター児童館
	 ☎248-3453

։ؗؒ࣌ʗޕલ࣌̕��ʙਖ਼ޕ
ɹɹɹɹɹ࣌̍ޙޕʙ̒࣌ʢ݄̒ʙ݄̕ʣ
ٳ ؗ ʗ݄༵ɺୈ�༵ɺॕ

持ってくるもの� ಈ͖͘͢ԚΕ͍͍ͯ
ɺλΦϧɺ܉खɺҿΈɺ
όϯμφɺΤϓϩϯɺϨδ
ϟʔγʔト

申込開始ɹ݄̕�� ɹޕલ࣌̕ʙ� �
ʢɾॕΛআ͘ʣ

˞;Ε͍͋ؗ૭ޱͰೖۚޙɺຊ༧ͱͳΓ·
͢ɻʢిͰͷԾ༧Մʣ
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①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

所
役
市
志
合

係
」
し
が
さ
い
違
間
「

<裏面>

ֆ　ࠤ౻ๆ͞ࢠΜ（ࠇੴஂ）
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クラッシーノ News !!

秋のお彼岸
９月20日㈬～26日㈫

お彼岸は祖先を敬い、亡くなった人
をしのぶ日とされています。
マルシェでは切花やおはぎなど取り
揃えています。

お供えの品、準備はマルシェでどうぞ

暑い季節を乗り切るレシピ
スルスルねばねばうどん

作り方
① 沸騰したお湯で麺を茹で、冷水をかけてしめる
② オクラはサッと茹でて小口切りにする
③ 大葉とミョウガを粗みじんにする
④ ②、③の材料とかつお節、納豆を麺に盛り付ける
⑤ 最後に麺つゆをかけて完成

材料（２人分）
・うどん 400g
・オクラ ６本
・ミョウガ ２本
・納豆 ２パック
・大葉 ２～３枚
・かつお節 少々
・麺つゆ2倍希釈 300㏄

店休日 ９月14日㈭

9月の催事販売会

吉川商店の漬物試食販売会
９月16日㈯～17日㈰ 午前9時～午後５時

キヨタフーズのクレープ・ワッフル直売会
9月29日㈮～10月1日㈰ 午前9時～午後７時

ARTの栗100％の栗団子直売会
９月8日㈮～10日㈰ 午前9時～午後５時
９月17日㈰～23日㈯ 午前9時～午後５時

旬香のわらびもちの実演販売会
９月8日㈮～10日㈰ 午前10時～午後５時

おにさかの辛子蓮根・天ぷら実演販売会
９月16日㈯～17日㈰ 午前9時～午後５時

サブリーポップコーンの試食販売会
９月23日㈯～24日㈰ 午前9時～午後７時

午前9時～午後５時

午前9時～午後５時
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合志市役所
合志庁舎･･････････☎･248－1111㈹
〒861-1195･合志市竹迫2140
西合志庁舎･･･････☎･242－1111㈹
〒861-1193･合志市御代志1661-1

須屋支所･･･････････････☎･345－4400
須屋市民センター･･･☎･346－4112
泉ヶ丘支所（市民センター）･･･☎･248－3453
御代志市民センター･･☎･242－1190
黒石市民センター･･･☎･242－2321

ヴィーブル････････････復旧工事中
みどり館･･･････････････☎･248－0400
ふれあい館････････････☎･242－7000
三つの木の家･････････☎･248－6277
老人憩の家････････････☎･242－2030

西合志図書館･････････☎･242－5555
ユーパレス弁天･･････☎･348－2626
人権ふれあいセンター･･☎･248－3893
合生文化会館･････････☎･242－3218

問
い
合
わ
せ
先

ΧϨϯμʔお知らせ

ফඅੜ׆ηϯλʔ ૬ஊํ๏ʜʜిɾདྷ庁･☎･248-5442 ͱ͜Ζʜʜ合志庁舎ɹ̎֊･૯՝･ফඅ生׆センター
ੜࢧ׆ԉ૬ஊηϯλʔ ૬ஊํ๏ʜʜిɾདྷ庁･☎･242-9020 ͱ͜Ζʜʜ西合志庁舎̏֊･҆৺αϙーτ合志
ঁੑɾࢠͲʹؔ͢Δ૬ஊ ૬ஊํ๏ʜʜిɾདྷ庁･☎･242-1240 ͱ͜Ζʜʜ西合志庁舎̏֊･ঁੑɾࢠど支ԉࣨ
ԋशؔݪੴࠇ ૯՝ɹ૯ɾஉঁڞಉࢀը൝･☎･248-1112

ߦࡂແઢฉ͖͠μΠϠϧ ☎･248-2288
ࡂใ͓Βͤϝʔϧ CPVTBJ�LPTIJ-DJUZ!SBJEFO�LUBJXPSL�KQ

̕����⨅ ��⨆ ��⨇
݈˙݈ࣇΧ݄̒ࡀ̍
ʢର̍̔ࡀΧ݄ࣇʣ
�����ʙ�����
;Ε͍͋ؗ
ਤॻؗԆ։ؗਤ̇
�����·Ͱ
߹ࢤਤॻؗ

合志ϚϯΨٛक़Ϛ̇
�����ʙ�����
ϚϯΨϛϡʔδΞϜ

ۭ؍ձਤ̇
�����ʙ�����
߹ࢤਤॻؗఱจ

���⨁ ���⨂ ���⨃ ���⨄ ���⨅ ���⨆ ���⨇
૭ۀ໌ূޱ
༵։ி市̇ ੫̇
����ʙ�����
ிࣷࢤ߹
ͪΌΜͷͨΊͷ
͓ͳ͠ձਤ̇
�����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔਤॻ
ؗ

ҭࣇ૬ஊ˙݈
����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔ

݈˙݈ࣇΧ݄̒ࡀ̍
ʢର̍̔ࡀΧ݄ࣇʣ
�����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔ

๏ɾߦɾ৺
͝ͱ૬ஊ˙ࣾ
�����ʙ�����
ΈͲΓؗ
͜͜Ζͷ૬ஊ˙݈
�����ʙɹཁ༧
߹ࢤிࣷ

ਤॻؗԆ։ؗਤ̇
�����·Ͱ
߹ࢤਤॻؗ

̐ʙ̑Χ݄݈ࣇ˙݈
�����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔ

ۭ؍ձਤ̇
�����ʙ�����
߹ࢤਤॻؗఱจ

.˙˗˒˔ٳ ˕ٳ
���⨁ ���⨂ ���⨃ ���⨄ ���⨅ ���⨆ ���⨇

૭ۀ໌ূޱ
༵։ி市̇ ੫̇
����ʙ�����
ிࣷࢤ߹

ਓܜͷՈ
ಛผ։ؗ

̐ʙ̑Χ݄݈ࣇ˙݈
�����ʙ�����
;Ε͍͋ؗ

๏ɾߦɾ৺
͝ͱ૬ஊ˙ࣾ
�����ʙ�����
߹ࢤிࣷ
ਤॻؗԆ։ؗਤ̇
�����·Ͱ
߹ࢤਤॻؗ

合志ϚϯΨٛक़Ϛ̇
�����ʙ�����
ϚϯΨϛϡʔδΞϜ

ۭ؍ձਤ̇
�����ʙ�����
߹ࢤਤॻؗఱจ

˗ٳ .˕˒˔ٳ ˗ٳ
���⨁ ���⨂ ���⨃ ���⨄ ���⨅ ���⨆ ���⨇

૭ۀ໌ূޱ
༵։ி市̇ ੫̇
����ʙ�����
ிࣷࢤ߹
ϫʔΫγϣοϓϚ̇
�����ʙ�����
ϚϯΨϛϡʔδΞϜ

̓ʙ̔Χ݄݈ࣇ˙݈
�����ʙ�����
;Ε͍͋ؗ
ϒοΫελʔτਤ̇
�����ʙ�����
;Ε͍͋ؗ
ਤॻؗԆ։ؗਤ̇
�����·Ͱ
߹ࢤਤॻؗ

̓ʙ̔Χ݄݈ࣇ˙݈
�����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔ
ϒοΫελʔτਤ̇
�����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔ

ۭ؍ձਤ̇
�����ʙ�����
߹ࢤਤॻؗఱจ

.˙˗˒˔ٳ ˕ٳ
������⨁ ��⨂ ��⨃ ��⨄ ��⨅ ��⨆ ��⨇

૭ۀ໌ূޱ
༵։ி市̇ ੫̇
����ʙ�����
ிࣷࢤ߹
ͲϑΣεςΟࢠ
όϧੜ̇
����ʙ�����
ຽηϯλʔࢢࢤޚ

ҭࣇ૬ஊ˙݈
����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔ

๏ɾߦɾ৺
͝ͱ૬ஊ˙ࣾ
�����ʙ�����
ઘϲٰࢧॴ

தळͷ໊݄؍ձ
ਤ̇
�����ʙ�����
߹ࢤਤॻؗఱจ

݈˙݈ࣇࡀ̏
�����ʙ�����
;Ε͍͋ؗ
ਤॻؗԆ։ؗਤ̇
�����·Ͱ
߹ࢤਤॻؗ

ۭ؍ձਤ̇
�����ʙ�����
߹ࢤਤॻؗఱจ

.˙˗˒˔ٳ ˕ٳ
��⨁ ��⨂ ���⨃ ���⨄ ���⨅ ���⨆ ���⨇

૭ۀ໌ূޱ
༵։ி市̇ ੫̇
����ʙ�����
ிࣷࢤ߹

๏ɾߦɾ৺
͝ͱ૬ஊ˙ࣾ
�����ʙ�����
ΈͲΓؗ
݈˙݈ࣇࡀ̏
�����ʙ�����
ઘϲٰࢢຽηϯλʔ
͜͜Ζͷ૬ஊ˙݈
�����ʙɹཁ༧
߹ࢤிࣷ

ਤॻؗԆ։ؗਤ̇
�����·Ͱ
߹ࢤਤॻؗ

合志ϚϯΨٛक़Ϛ̇
�����ʙ�����
ϚϯΨϛϡʔδΞϜ

ۭ؍ձਤ̇
�����ʙ�����
߹ࢤਤॻؗఱจ

˙˗ٳ .˕˒˔ٳ

����݄̕˛ ��݄

市̇市民՝･☎･248－1113ɹ੫̇੫՝･☎･248－1114ɹ˙݈݈ͮ͘߁りਪਐ՝･☎･242－1183ɹ生̇生ֶ֔श՝･☎･242－1190ɹ図̇西合志図書館･☎･242－5555ɹ
˙ࣾ合志市ࣾ会ٞڠࢱ会･☎･242－7000ɹϚ̇合志ϚンΨϛϡーδΞϜ･☎･273－6766ɹ
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今
月
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
利
用
し
て
、

市
役
所
に
訪
れ
た
２
人
の
学
生
さ
ん
に
ち
ど
り

ふ
で
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

明
る
い
笑
顔
と
元
気
な
挨
拶
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
若
々
し
い
２
人
を
見
て
初
心
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

井
芹

▼
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
に
参
加
し
て
、
市
役
所
職

員
の
皆
さ
ん
や
商
工
会
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
す

る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
人
た
ち
か
ら
仕
事
上
の
経
験
に
基
づ
い
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
今
ま
で
全
く
知
ら

な
か
っ
た
職
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

熊
本
学
園
大
学　

３
年　

中
村　

将
也

▼
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
で
は
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
特
に
レ
タ
ー
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

お
客
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
覚
え
て
い
ま
す
。

レ
タ
ー
バ
ス
で
取
材
を
し
た
と
き
に
、
お
客
さ

ん
が
「
地
元
の
人
が
親
切
で
す
」
と
何
度
も
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
持

つ
人
柄
の
良
さ
は
心
の
健
康
を
表
し
て
い
る
の

だ
と
感
じ
、
心
温
ま
る
一
時
で
し
た
。

熊
本
学
園
大
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３
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ɹʢɹʣલ݄ൺ

人　口 61,280 （＋69）

世　帯 23,694 （＋29）
ग़ੜ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ��� ʢʴ�ʣ
�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋࢮ ��� ʢʵ�ʣ
సೖ�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���� ʢʵ��ʣ
సग़�ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ ���� ʢʵ��ʣ

●主催ʗ߹ࢢࢤɾେ۠ަ௨҆શڠձ　●共催ʗେܯॺɾେொɾ٠ཅொɾݪଜ

●問い合わせ先
　ަ௨ࡂ՝ʢ߹ࢤிࣷʣ
ɹὸ���ʖ����

ＪＡ共済地域貢献事業

秋の全国交通安全運動　９月21日㈭〜30日㈯

プ ロ グ ラ ム

●交通安全落語　林
は や し や

家　久
きゅうぞう

蔵さん

　９月21日㈭から始まる「秋の全国交通安全運動」に合わせて、交通事故を防止することを目的に、

大津警察署管内４市町村の住民の皆さんが一堂に会し、大津地区交通安全推進大会を開催します。

　多くの皆さんに参加いただき、交通事故のない安心して暮らせる地域を目指しましょう。

大津地区交通安全推進大会

と　き

ところ

開場　午前	９時30分
開会　午前10時
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ϧग़ൃࣜ

９月21日㈭

御代志市民センター講堂
றंͻ·ΘΓެԂΛ͝ར用͍ͩ͘͞ɻ

林家　久蔵さん　プロフィール

入場無料ަ௨҆શάοζΛΕͳ͘ਐఄ͠·͢

ত��ੜ·Ε
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